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議会だより

６　月
定例会
６　月
定例会
６　月
定例会
６　月
定例会
６　月
定例会
６　月
定例会
６　月
定例会
６　月
定例会
６　月
定例会
６　月
定例会
６　月
定例会
６　月
定例会
６　月
定例会
６　月
定例会
６　月
定例会
６　月
定例会
６　月
定例会 議員定数を削減 2P

町の考えを聞く 4P

議会アラカルト 12P

６月24日、船越地区と田の浜地区で「青少年
健全育成並びに地域安全パレード」が行われま
した。船越小学校の児童や父母などが参加。地
域内をパレードし、青少年の健全育成と非行防
止の徹底を呼び掛けました。

船越地区・田の浜地区で
青少年健全育成パレード
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一
般
会
計
を
５
千
２

百
16
万
円
減
額
補
正

一
般
会
計
を
五
千
二
百
十
六

万
円
減
額
す
る
な
ど
、
十
七
年

度
の
補
正
予
算
三
件
が
提
案
さ

れ
審
議
の
結
果
す
べ
て
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
一
般
会
計
の
補
正
は
、
土

地
区
画
整
理
事
業
な
ど
補
助
事

業
の
内
示
に
基
づ
く
事
業
費
の

増
減
、
職
員
の
退
職
と
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
の
調
整
な
ど

が
骨
子
で
、
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
土
木
費
国
庫
補
助
金
…
三
千

九
百
六
十
五
万
円
の
減

▽
土
木
費
負
担
金
（
県
）
…
五

千
万
円
の
減

▽
観
光
費
…
二
百
九
十
二
万
円

の
増

▽
土
地
区
画
整
理
費
…
四
千
四

百
万
円
の
減

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
対
策
費
…
二

百
十
六
万
円
の
増

権
利
の
保
障
と
保
護
へ

個
人
保
護
条
例
を
制
定

住
民
の
権
利
保
障
と
保
護
を

定
め
た
「
個
人
情
報
保
護
条
例
」

が
新
た
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
個
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
た
め
に
、

本
町
が
保
有
す
る
個
人
情
報
に

つ
い
て
、
開
示
・
訂
正
及
び
削

除
を
請
求
で
き
る
町
民
の
権
利

を
保
障
し
、
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
お

そ
れ
の
あ
る
個
人
の
人
格
的
・

財
産
的
な
権
利
利
益
を
保
護
す

る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
可
決
さ
れ
た
条

例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
町
税
条
例
の
一
部
改
正

▽
町
立
幼
稚
園
保
育
料
等
徴
収

条
例
の
一
部
改
正

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
改
正

▽
文
化
財
保
護
条
例
の
一
部
改

正
▽
漁
村
緑
地
広
場
条
例
の
一
部

改
正

▽
町
民
プ
ー
ル
条
例
を
廃
止
す

る
条
例

▽
町
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正議
員
発
議
の
意
見
書

原
案
ど
お
り
可
決

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書
」

が
議
員
発
議
さ
れ
、
原
案
ど
お

り
可
決
。
そ
の
後
政
府
関
係
機

関
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◇
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇

そ
の
他
可
決
さ
れ
た
主
な
議

案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
市
町
村
合
併
に
よ
る
、
事
務

組
合
、
協
議
会
な
ど
の
規
約

の
改
正

▽
柳
沢
第
一
団
地
建
替
事
業

（
Ｅ
棟
）
建
設
工
事
請
負
契

約
の
変
更

４日間の会期で開かれた第２回定例会
議員発議による議員定数の削減を決め
ました

六
月
定
例
会
は
、
六
月
七
日
か
ら
十
日
ま
で
四
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
（
四

�
〜
十
一
�
に
掲
載
）
に
は
九
人
が
登
壇
し
、
財
政
問
題
や
水
産
振
興
な
ど
に
対
し
幅
広
く
町
政
に

つ
い
て
質
問
。
町
か
ら
は
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定
、
宮
古
市
・
田
老
町
・
新
里
村
の
合
併
に
よ

る
規
約
変
更
の
専
決
処
分
や
補
正
予
算
な
ど
議
案
三
十
六
件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
す
べ
て

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
平
成
十
九
年
の
一
般
選
挙
か
ら
議
員
定
数
を
十
八

人
と
す
る
「
山
田
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
」
と
請
願
に
伴
う
議
員
発
議

の
意
見
書
な
ど
が
追
加
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
四
日
間
の
会
期
を
閉
じ
ま
し
た
。

町 村 名
平成12年
国勢調査
人　　口

法　定
上　限
議員数

現行
議員
定数

議員一人
当たりの
人　　口

備　　　考
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定
例
会
最
終
日
に
は
、
付
託

事
件
で
あ
っ
た
「
山
田
町
議
会

の
議
員
の
定
数
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
」の
委
員
長
報
告
（
昆

暉
雄
委
員
長
・
委
員
七
人
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

議
員
定
数
を
十
八
人
と
す
る

「
山
田
町
議
会
の
議
員
の
定
数

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
が
議
員
発
議
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は

平
成
十
九
年
の
一
般
選
挙
よ
り

適
用
さ
れ
ま
す
。

情
勢
変
化
に
よ
り

議
員
定
数
を
検
討

本
町
を
取
り
巻
く
情
勢
は
年

を
追
う
ご
と
に
厳
し
さ
を
増
し
、

厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

議
会
と
し
て
も
町
民
の
負
託
に

応
え
る
た
め
、
議
員
定
数
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
し
て
、
平
成
十
六
年
十
二
月

定
例
会
に
お
い
て
、「
議
員
定

数
検
討
特
別
委
員
会
」
を
設
置

し
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

２
減
、４
減
、６
減
、現
状

維
持
、報
酬
削
減
で
議
論

委
員
会
は
十
六
年
十
二
月
か

ら
毎
月
一
回
の
六
回
開
か
れ
ま

し
た
。
第
二
回
、
第
三
回
の
委

員
会
で
は
、
他
市
町
村
の
議
員

定
数
な
ど
を
調
査
。
第
四
回
、

第
五
回
で
は
、
具
体
的
に
本
町

の
定
数
の
方
向
性
に
つ
い
て
の

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

定
数
削
減
の
方
向
で
は
、

「
二
人
」「
四
人
」「
六
人
」の
意

見
が
あ
り
、
削
減
は
民
意
が
反

映
さ
れ
な
い
と
し
て
、「
現
状

維
持
」「
報
酬
の
削
減
に
よ
り

対
応
す
べ
き
」
と
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

第
五
回
委
員
会
で
は
、
調

査
・
議
論
は
尽
く
さ
れ
た
も
の

と
し
て
意
見
集
約
が
な
さ
れ
、

次
の
理
由
に
よ
り
「
二
人
減
の

十
八
人
と
す
る
こ
と
が
妥
当
で

あ
る
」
と
の
結
論
に
達
し
ま
し

た
。

【
理
由
】

①
全
国
的
に
世
論
は
削
減
の
流

れ
に
あ
り
、
民
意
に
応
え
る

べ
き
で
あ
る
。

②
行
財
政
改
革
が
進
め
ら
れ
て

い
る
中
で
、
議
会
で
も
「
行

政
と
の
両
輪
」
を
果
た
す
た

め
、
そ
の
姿
勢
を
示
す
必
要

が
あ
る
。

③
委
員
会
活
動
を
含
め
た
議
会

機
能
を
損
な
わ
な
い
適
正
な

数
で
あ
る
。

④
「
民
意
が
反
映
さ
れ
に
く
く

な
る
」
な
ど
懸
念
さ
れ
る
面

が
あ
る
が
、
現
状
の
交
通
網

や
情
報
通
信
網
か
ら
み
て
影

響
は
な
い
。

賛
成
多
数
で
条
例
可
決

19
年
の
選
挙
よ
り
適
用

委
員
会
で
の
調
査
・
検
討
結

果
に
つ
い
て
全
員
協
議
会
で
概

要
が
示
さ
れ
た
後
、
本
定
例
会

の
最
終
日
に
正
式
に
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
昆
暉
雄
議
員

が
提
出
者
、
議
員
六
人
を
賛
成

者
と
す
る
「
山
田
町
議
会
の
議

員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」（
定
数

を
「
二
〇
人
」
か
ら
「
一
八
人
」

に
改
め
、
平
成
十
九
年
の
一
般

選
挙
か
ら
適
用
）
が
追
加
提
案

さ
れ
、
起
立
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
の
一
般
選
挙
か
ら
２
議
席
減
の
18
人
に平成19年の一般選挙から18議席となります

人口類似規模町村の議員定数

類
似
規
模

近
　
隣

山田町

矢巾町

雫石町

岩手町

一戸町

金ヶ崎町

大槌町

岩泉町

川井村

25,268

19,750

17,372

16,933

16,383

17,480

12,854

3,763

21,214

26

22

22

22

22

22

22

14

26

22

22

20

18

20

22

18

14

20

1,149人

898人

869人

941人

819人

795人

714人

269人

1,061人

次回選挙から20人

次回選挙から16人

次回選挙から18人

次回選挙から18人
※減少条例（昭和61年９月17日）２名減……昭和62年改選から施行
新 条 例（平成12年６月13日）４名減……平成15年改選から施行
減少条例（平成17年６月10日）２名減……平成19年改選から施行



岩手県やまだ議会だよりＮｏ.１０９ 平成１７年７月１５日発行 （４）

沼e詔安議員

財政問題

行
政
コ
ス
ト
を
最
重
要
視
せ
よ

身
の
丈
に
あ
っ
た
財
政
運
営
を
進
め
る

介護保険

主
役
は「
財
政
」か「
利
用
者
」か

財
政
と
利
用
者
は
表
裏
一
体
の
も
の

…経常収支比率
人件費や、扶助費、公債費などのように容易に縮減

できない経常的経費に対し、地方交付税や町税などの
経常的一般財源収入がどの程度消費されているかを表
わす指標です。この比率が低いほど、経常的経費に充
てた残余が大きく、臨時の財政需要（主に普通建設事
業）に対して余裕を持つことになり、財政構造が弾力
的であることを示します。

こ と ば

質
問

歳
入
の
伸
び
悩
み
が

続
く
中
、
義
務
的
経
費
の
増
大

が
財
政
を
硬
直
化
さ
せ
て
お
り
、

抜
本
策
を
講
じ
な
い
と
今
後
の

行
政
施
策
の
展
開
に
支
障
を
来

す
。
英
知
を
集
め
窮
地
か
ら
の

脱
出
を
図
る
こ
と
が
最
重
要
課

題
で
あ
る
と
思
う
が
、
町
長
の

考
え
は
。

財
政
の
弾
力
性
を
知
る
数
値

に
経
常
収
支
比
率
が
あ
る
が
、

本
町
の
数
値
は
。
ま
た
、
経
常

的
経
費
の
圧
縮
策
は
。

沼
崎
町
長

県
内
市
町
村
の

平
成
十
七
年
度
当
初
予
算
規
模

は
、
半
数
以
上
が
前
年
度
を
下

回
っ
て
お
り
、
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
こ
の
要
因
は
、
国
の
三

位
一
体
の
改
革
に
よ
る
地
方
交

付
税
の
減
額
が
大
き
く
影
響
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

町
の
対
応
策
と
し
て
は
、
行

政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
徹
底
し

た
経
費
節
減
と
適
正
な
負
担

で
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
財
政
運

営
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。

平
成
十
六
年
度
の
経
常
収
支

比
率
は
、
八
五
・
八
�
と
見
込

ん
で
い
る
。

経
常
的
経
費
の
圧
縮
策
と
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
人
件
費
を
は

じ
め
物
件
費
や
扶
助
費
、
補
助

費
な
ど
を
見
直
し
し
て
き
た
。

今
後
も
引
き
続
き
行
財
政
改
革

を
軸
に
財
政
運
営
の
健
全
化
に

努
め
て
い
く
。

質
問

介
護
保
険
制
度
の
見

直
し
の
基
本
的
考
え
は
、「
制
度

の
持
続
可
能
性
」「
明
る
く
活
力

あ
る
超
高
齢
社
会
の
構
築
」「
社

会
保
障
の
総
合
化
」
の
三
点
。

制
度
維
持
の
最
大
の
課
題
は
、

膨
張
一
途
の
介
護
費
用
に
対
し
、

い
か
に
財
源
を
確
保
し
財
政
を

安
定
さ
せ
る
か
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
主
役
と
な
る
の
は
「
財

政
」
か
「
利
用
者
」
か
。

沼
崎
町
長

現
在
、
第
三
期

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
の

準
備
を
進
め
て
い
る
が
、
国
の

介
護
保
険
制
度
改
正
の
具
体
的

方
策
は
不
透
明
な
部
分
も
あ
る
。

二
〇
一
五
年
が
ピ
ー
ク
と
い

わ
れ
る
超
高
齢
社
会
に
向
か
っ

て
、
現
行
で
は
制
度
を
維
持
で

き
な
い
恐
れ
が
あ
る
。
新
予
防

給
付
の
創
設
な
ど
予
防
を
重
視

し
、
で
き
る
だ
け
介
護
給
付
費

を
抑
え
て
い
き
た
い
。

介
護
給
付
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
が
、
財
政
を
無
視
す
る
訳

に
も
い
か
な
い
。
介
護
保
険
制

度
に
限
ら
ず
財
政
と
利
用
者
は

表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
ど

ち
ら
が
主
役
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

厳しい状況の中、行財政改革を軸に財政運
営の健全化が進められています
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生駒利治議員

道路行政

長
林
大
浦
線
の
見
通
し
は

崩
落
個
所
の
施
工
を
急
ぐ

水産行政

ホ
タ
テ
養
殖
漁
家
へ
の
支
援
を

養
殖
共
済
助
成
前
向
き
に
取
り
組
む

質
問

長
林
大
浦
線
の
局
部

改
良
の
国
庫
補
助
が
今
年
度
半

減
に
な
る
と
聞
い
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
施
工
個
所
の
見
直
し

は
あ
る
か
。
ま
た
、
完
成
年
度

は
延
長
と
な
る
の
か
。

沼
崎
町
長

今
年
度
の
事
業

費
は
、
当
初
五
千
万
円
を
要
望

し
た
が
、
国
の
決
定
は
予
想
外

に
大
幅
に
減
額
さ
れ
二
千
万
円

の
決
定
と
な
っ
た
。
こ
の
事
業

費
で
は
、
昨
年
の
工
事
の
際
に

発
生
し
た
法
面
崩
落
個
所
が
中

途
半
端
な
施
工
と
な
る
ば
か
り

か
、
危
険
性
を
伴
う
崩
落
現
場

を
い
つ
ま
で
も
放
置
す
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
再
度
県
に
特
別

に
追
加
で
き
な
い
か
要
請
し
た

が
、
全
県
下
で
同
様
に
さ
れ
て

い
る
の
で
無
理
で
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
危
険
性
が

数
年
に
わ
た
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
今
年
度
に
限
り
緊
急
措
置

と
し
て
、
事
業
費
五
千
万
円
の

う
ち
、
補
助
費
一
千
百
万
円
以

外
の
三
千
九
百
万
円
は
起
債
を

充
当
し
、
危
険
個
所
を
整
備
す

る
こ
と
に
し
た
。

完
成
年
度
は
、
法
面
の
崩
落

個
所
工
事
が
新
た
に
加
わ
っ
た

た
め
、
さ
ら
に
一
年
間
延
長
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
思
っ
て
い
る

が
、
国
の
予
算
の
動
向
に
よ
っ

て
は
完
成
年
度
が
延
び
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

質
問

大
浦
地
区
の
ホ
タ
テ

養
殖
業
者
は
今
年
度
よ
り
漁
獲

共
済
に
加
入
し
て
価
格
の
変
動

な
ど
に
対
処
し
、
経
営
の
安
定

を
図
ろ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
も
ホ
タ
テ
養
殖
漁

業
者
へ
の
助
成
を
強
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
生
産
意
欲
と
就
業

意
欲
向
上
の
一
助
と
す
べ
き
と

思
う
が
、
町
長
の
所
見
を
問
う
。

沼
崎
町
長

ホ
タ
テ
養
殖
に

つ
い
て
は
、
北
海
道
の
生
産
量

が
急
増
し
て
価
格
が
暴
落
し
た
。

ま
た
、
夏
場
の
高
水
温
が
成
育

不
良
を
招
き
本
町
の
生
産
量
が

減
少
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

ホ
タ
テ
養
殖
業
者
の
皆
さ
ん
が

奮
闘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意

を
表
す
る
。

生
産
意
欲
の
向
上
に
は
、
少

し
で
も
高
価
格
で
売
る
よ
う
に
、

漁
協
や
漁
民
の
皆
さ
ん
自
ら
販

路
を
拡
大
す
る
方
策
が
必
要
と

考
え
る
。

ホ
タ
テ
養
殖
共
済
掛
金
の
助

成
に
つ
い
て
は
、
要
望
が
あ
れ

ば
前
向
き
に
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

法面の崩落で危険な状態の長林大浦線
早期の整備が望まれます

ホタテ養殖業者の生産意欲向上のための
施策が望まれます（山田の養殖漁家）
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田村剛一議員

水
産
行
政

潮干狩のできる干潟に
来年度実現の方向で

防災対策

い
の
ち
第
一
の
防
災
対
策
を

防
災
訓
練
の
あ
り
方
の
検
討
も

質
問

河
口
付
近
の
干
潟
が

全
国
的
に
減
少
し
、
し
か
も
、
生

態
系
破
壊
の
心
配
も
出
て
い
る
。

本
町
も
同
じ
。
そ
こ
で
問
う
。

①
外
来
種
の
貝
に
よ
り
生
態
系

の
破
壊
が
心
配
さ
れ
る
と
聞

く
が
、
真
相
は
ど
う
か
。
そ

の
対
策
は
。

②
ア
サ
リ
漁
業
権
の
設
定
に
よ

り
町
民
は
干
潟
か
ら
追
い
出

さ
れ
た
。
潮
干
狩
の
で
き
る

干
潟
に
戻
す
こ
と
を
望
む
。

沼
崎
町
長
　

①
昨
年
の
「
ア
サ
リ
ま
つ
り
」

の
際
に
サ
キ
グ
ロ
タ
マ
ツ
メ

タ
と
い
う
肉
食
性
巻
貝
が
採

取
さ
れ
、
そ
の
生
息
が
確
認

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
中
国
産

ア
サ
リ
に
混
じ
っ
て
い
た
も

の
。
今
年
度
か
ら
国
産
ア
サ

リ
を
購
入
し
全
数
を
選
別
し

た
。
今
年
の
「
ア
サ
リ
ま
つ

り
」
の
際
、
参
加
者
に
呼
び

か
け
千
個
の
サ
キ
グ
ロ
タ
マ

ツ
メ
タ
を
駆
除
し
た
。
今
後

も
駆
除
に
努
め
た
い
。

②
平
成
十
五
年
度
、
ア
サ
リ
に

漁
業
権
が
設
定
さ
れ
漁
協
正

組
合
員
以
外
の
採
取
が
で
き

な
く
な
っ
た
。
町
民
の
要
望

も
あ
り
、
漁
業
権
管
理
委
員

会
に
漁
場
開
放
を
依
頼
し
た
。

開
放
に
向
け
努
力
す
る
と
の

回
答
を
得
て
お
り
、
来
年
度

か
ら
部
分
的
に
開
放
が
実
現

す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

質
問

町
が
実
施
し
た
地
震

津
波
対
策
町
民
懇
談
会
で
の
住

民
反
応
と
見
え
て
き
た
防
災
上

の
課
題
は
何
か
。
ま
た
、
防
災

教
育
で
大
切
な
こ
と
は
、
命
を

守
る
こ
と
。
ど
の
よ
う
な
防
災

教
育
が
計
画
さ
れ
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長

出
席
者
か
ら
は

防
災
意
識
の
低
下
、
自
主
防
災

組
織
の
必
要
性
が
指
摘
・
認
識

さ
れ
た
。
今
後
、
防
災
意
識
の

啓
発
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成

促
進
に
努
め
た
い
。

松
尾
教
育
長

各
学
校
と
も

安
全
教
育
計
画
を
作
成
し
、
火

事
、
地
震
、
津
波
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
、
登
下
校
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

質
問

懇
談
会
へ
の
参
加
者

は
何
人
か
。
現
在
の
シ
ョ
ー
的

な
防
災
訓
練
を
見
直
し
、
避
難

第
一
の
防
災
訓
練
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
教
職
員
へ

の
津
波
防
災
に
関
わ
る
研
修
を

実
施
し
た
ら
ど
う
か
。

内
舘
防
災
対
策
主
幹

十
地

区
で
二
百
二
十
六
人
。
防
災
訓

練
の
あ
り
方
は
検
討
し
た
い
。

松
尾
教
育
長

そ
の
よ
う
な

方
向
で
考
え
て
い
き
た
い
。

町民へのアサリ漁場の開放が望まれます
今年の「やまだアサリまつり」の様子

地震津波対策町民懇談会（田の浜
地区）の様子。自主防災組織の結
成が望まれます
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日蘭交流

道
路
の
一
部
を「
ザ
イ
ス
ト
通
り
」に

史
実
や
歴
史
的
経
緯
で
自
然
的
に
発
生

佐藤忠暉議員

施設整備

各
施
設
の
保
守
点
検
と
対
策
を

年
度
末
な
ど
に
ま
と
め
て
実
施

質
問

た
ま
に
、
小
学
校
の

屋
内
体
育
館
、
山
田
体
育
館
、

漁
村
セ
ン
タ
ー
、
防
災
セ
ン
タ
ー

や
そ
の
他
の
セ
ン
タ
ー
を
利
活

用
す
る
が
、
そ
の
た
び
各
施
設

の
照
明
器
具
が
い
く
つ
か
不
点

灯
だ
っ
た
り
、
汚
れ
や
昆
虫
の

死
が
い
が
器
具
の
内
部
に
た

ま
っ
て
い
て
、
何
度
か
不
快
な

思
い
を
し
て
き
た
。

こ
の
こ
と
は
、
利
活
用
者
に

と
っ
て
は
と
て
も
不
便
で
あ
り
、

管
理
者
に
何
度
か
保
守
点
検
を

申
し
出
て
も
、
一
年
以
上
不
点

灯
の
状
態
が
続
い
て
い
る
所
も

多
い
。

そ
こ
で
、
各
施
設
の
照
明
器

具
の
保
守
点
検
を
定
期
的
に
行

う
と
か
、
管
理
者
か
ら
連
絡
が

あ
っ
た
ら
、
直
ち
に
行
動
に
移

す
と
か
の
対
策
が
必
要
と
考
え

る
が
、
ど
う
か
。

沼
崎
町
長

集
会
施
設
や
小

中
学
校
な
ど
の
照
明
器
具
の
保

守
点
検
に
つ
い
て
は
、
管
理
人

や
利
用
者
か
ら
報
告
が
あ
る
ご

と
に
対
応
し
て
い
る
が
、
学
校

の
体
育
館
や
社
会
体
育
施
設
な

ど
は
、
天
井
が
高
い
た
め
大
掛

か
り
な
足
場
を
組
ん
で
電
球
を

交
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
そ
の
都
度
の
交
換
と

な
る
と
多
額
の
費
用
を
必
要
と

す
る
こ
と
か
ら
、
年
度
末
な
ど

に
ま
と
め
て
交
換
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
汚
れ
な
ど
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
る
。

質
問

今
年
は
、
山
田
町
と

オ
ラ
ン
ダ
王
国
ザ
イ
ス
ト
市
と

の
友
好
締
結
五
周
年
に
な
る
。

こ
れ
を
記
念
し
て
オ
ラ
ン
ダ

大
使
を
は
じ
め
、
ザ
イ
ス
ト
市

長
、
ザ
イ
ス
ト
市
民
一
行
二
十

人
以
上
の
来
町
が
あ
る
や
に
聞

く
。
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
週
間
も

あ
る
と
い
う
。

そ
こ
で
、
す
で
に
オ
ラ
ン
ダ

王
国
に
対
し
て
は
、
ブ
レ
ス
ケ

ン
ス
号
の
縁
で
山
田
湾
の
大
島

を
「
オ
ラ
ン
ダ
島
」
と
呼
ん
で

親
し
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ザ
イ
ス
ト
市
に
対
し
て
は
、
道

路
の
一
部
を
「
ザ
イ
ス
ト
通
り
」

と
い
う
呼
称
で
親
し
ん
で
は
ど

う
か
。

沼
崎
町
長

道
路
な
ど
の
呼

称
は
、
史
実
や
そ
こ
に
至
る
歴

史
的
な
経
緯
な
ど
が
あ
っ
て
、

そ
の
通
り
を
利
用
す
る
地
域
住

民
の
理
解
や
親
し
み
の
中
か
ら
、

自
然
発
生
的
に
出
て
く
る
も
の

だ
と
思
っ
て
い
る
。

ザ
イ
ス
ト
市
と
の
友
好
の
証

と
し
て
は
、
今
年
の
合
併
五
十

周
年
記
念
式
典
の
中
で
友
好
関

係
締
結
五
周
年
を
記
念
す
る
セ

レ
モ
ニ
ー
を
予
定
し
て
い
る
。

快適な利用ができるよう公共施設の保
守点検も必要なことです（山田体育館）
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施
設
整
備

マレット・ゴルフコースの設置を
ウオーキング・コースとして整備

三ヶ尻隆雄議員

コミュニティ対策

上
豊
間
根
集
会
施
設
の
建
設
計
画
は

第
８
次
総
合
発
展
計
画
で
検
討

質
問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
活
動

の
推
進
が
期
待
さ
れ
る
今
日
、

上
豊
間
根
自
治
会
か
ら
活
動
基

盤
と
な
る
集
会
施
設
建
設
用
地

の
寄
付
を
受
け
た
。
そ
の
後
の

建
設
計
画
は
進
ん
で
い
る
か
。

ま
た
、
町
の
施
設
は
多
数
あ

る
が
、
こ
れ
ら
施
設
の
指
定
管

理
委
託
を
早
急
に
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

沼
崎
町
長

集
会
施
設
用
地

と
し
て
、
平
成
十
六
年
十
二
月

十
七
日
付
け
で
寄
付
申
出
書
が

出
さ
れ
、
十
二
月
二
十
日
に
所

有
権
移
転
の
手
続
き
を
済
ま
せ

て
い
る
。
集
会
施
設
の
建
設
に

つ
い
て
は
、
町
の
財
政
状
況
も

あ
り
、
用
地
の
寄
付
が
あ
っ
て

も
、
す
ぐ
に
建
設
で
き
る
状
況

に
な
い
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

今
後
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら

始
ま
る
第
八
次
山
田
町
総
合
発

展
計
画
策
定
の
段
階
で
、
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度

に
つ
い
て
は
、
本
町
の
公
の
施

設
は
百
九
設
置
し
て
い
る
が
、

こ
の
内
、
制
度
の
適
用
が
許
さ

れ
る
も
の
は
学
校
施
設
な
ど
を

除
く
九
十
六
施
設
で
あ
る
。

現
在
、
平
成
十
八
年
度
の
制

度
の
完
全
施
行
を
控
え
、
早
急

に
施
設
別
に
新
制
度
適
用
か
、

直
営
か
な
ど
の
方
向
を
定
め
、

条
例
の
整
備
な
ど
必
要
な
事
務

の
促
進
を
図
り
た
い
。

質
問

浦
の
浜
一
帯
の
、
さ

ら
な
る
誘
客
施
設
と
し
て
、
マ

レ
ッ
ト
・
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の
設

置
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

沼
崎
町
長

浦
の
浜
地
区
一

帯
は
、
船
越
家
族
旅
行
村
で
県

立
の
施
設
で
あ
り
、
町
は
県

か
ら
管
理
委
託
を
受
け
て
い

る
。沼

の
周
り
は
水
辺
公
園
と
指

定
さ
れ
て
お
り
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
・
コ
ー
ス
と
な
っ
て
、
多
く

の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
ま

た
、
県
で
は
施
設
の
修
理
な
ど

維
持
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
引

き
続
き
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
コ
ー

ス
と
し
て
の
整
備
を
お
願
い
し

て
い
き
た
い
。

質
問

施
設
の
一
部
を
利
用

で
き
な
い
か
。
健
康
維
持
に
も

有
効
で
あ
る
。
県
に
打
診
し
て

は
ど
う
か
。

佐
藤
産
業
振
興
課
長

県
の

施
設
で
あ
り
、
町
で
設
置
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
機
会
が
あ

れ
ば
こ
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
が

あ
る
こ
と
は
話
し
た
い
。
ま
た
、

県
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
導
入

の
話
が
き
て
い
る
。
話
し
合
い

の
中
で
打
診
は
し
て
み
た
い
。

多くの人に親しまれている船越家族旅行村

指定管理者制度の適用が検討されている「鯨と海の科学館」

…指定管理者制度
多様化する住民ニーズに効果的・効率的に対応するため、公

の施設の管理に民間の能力を活用し、住民サービスの向上と経
費の節減などを図ることを目的として導入された新しい制度です。

こ と ば
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教育行政

船
越
昭
治
先
生
の
記
念
講
演
へ
の
参
加
を

地
域
の
人
に
も
呼
び
掛
け
た
い

日山忠郎議員

観光行政

観
光
協
会
事
務
局
を
商
工
会
へ

条
件
が
整
え
ば
考
え
た
い

質
問

観
光
客
の
誘
致
拡
大

に
つ
い
て
、
次
の
点
を
問
う
。

①
商
工
会
の
今
年
度
の
事
業
計

画
で
は
、
観
光
客
誘
致
拡
大

に
力
を
入
れ
、
多
彩
な
事
業

を
展
開
す
る
よ
う
だ
。
現
在
、

役
場
に
置
か
れ
て
い
る
観
光

協
会
の
事
務
局
を
商
工
会
へ

移
す
ほ
う
が
よ
り
機
能
を
発

揮
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

②
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
大
量
の

定
年
退
職
が
始
ま
る
が
、
旅

行
も
家
族
や
小
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
も
の
が
多
く
な
る
と
い

わ
れ
る
。

町
の
宣
伝
だ
け
で
な
く
、

三
陸
海
岸
全
域
や
東
北
を
ま

と
め
て
宣
伝
す
る
こ
と
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

佐
藤
産
業
振
興
課
長
　

①
役
場
に
事
務
局
を
置
く
こ
と

で
職
員
の
協
力
が
得
ら
れ
、

体
制
的
に
強
化
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
観
光
協
会
が
商
工
会

か
ら
離
れ
た
経
緯
な
ど
も
あ

る
が
、
目
指
す
と
こ
ろ
は
同

じ
な
の
で
、
条
件
が
整
っ
た

場
合
は
考
え
た
い
。

②
陸
中
海
岸
の
ど
真
ん
中
の
山

田
を
差
別
化
し
て
良
い
も
の

を
売
り
出
す
こ
と
は
大
事
で

あ
る
。
点
だ
け
で
な
く
面
で

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
観
光
業

者
な
ど
関
係
団
体
と
協
働
し

て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問

岩
手
県
公
立
学
校
退

職
校
長
会
結
成
四
十
周
年
記
念

大
会
が
九
月
十
八
日
、
山
田
町

で
開
催
さ
れ
る
。
本
町
出
身
の

県
教
育
委
員
会
教
育
委
員
長
船

越
昭
治
先
生
の
記
念
講
演
が
あ

る
が
、
教
育
関
係
者
だ
け
で
な

く
地
域
の
方
々
に
も
参
加
を
呼

び
掛
け
ら
れ
な
い
か
。

ま
た
、
当
日
は
百
人
以
上
の

参
加
者
が
宿
泊
す
る
こ
と
か
ら
、

経
済
効
果
が
あ
る
と
思
う
の
で

山
田
町
を
で
き
る
だ
け
宣
伝
し

て
は
と
思
う
が
ど
う
か
。

松
尾
教
育
長

山
田
町
教
育

委
員
会
も
共
催
者
と
し
て
教
育

関
係
者
、
地
域
の
方
々
に
広
く

呼
び
掛
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

船
越
昭
治
先
生
の
記
念
講
演

は
、
生
涯
学
習
の
推
進
、
教
育

振
興
運
動
、「
教
育
の
日
」
と

も
関
連
し
た
事
業
と
し
て
い
き

た
い
。

記
念
大
会
に
は
会
場
や
駐
車

場
な
ど
で
き
る
だ
け
便
宜
を
図

り
、
参
加
し
た
方
々
が
山
田
町

に
対
し
て
良
い
印
象
を
持
て
る

よ
う
努
め
た
い
。

夏のイベントとして定着している「山田ビーチフェス
ティバル」多くの家族づれや観光客でにぎわいます
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佐藤照彦議員

水産行政

カ
キ
・
ホ
タ
テ
殻
の
有
効
な
処
理
策
を

資
源
利
用
の
検
討
を
進
め
た
い

福祉行政

新
山
田
病
院
へ
の
バ
ス
運
行
を

関
係
団
体
に
要
請
す
る

質
問

水
産
行
政
に
つ
い
て

次
の
点
を
問
う
。

①
カ
キ
、
ホ
タ
テ
殻
の
有
効
な

処
理
策
の
実
現
を
。

②
ワ
カ
メ
、
コ
ン
ブ
、
カ
キ
な

ど
の
漁
業
共
済
掛
金
に
対
す

る
補
助
を
、
現
行
五
�
か
ら

一
〇
�
に
で
き
な
い
か
。

③
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
早
急

に
確
立
す
る
よ
う
、
国
・
県
に

強
く
要
請
し
て
も
ら
い
た
い
。

漁
業
者
が
自
主
的
に
行
っ

て
い
る
検
査
へ
の
支
援
を
。

④
岩
手
沖
で
操
業
が
許
可
さ
れ

て
い
る
二
そ
う
曳
き
の
規
制

を
実
現
す
る
よ
う
国
・
県
に

強
く
要
請
し
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
ト
ロ
ー
ル
漁
に
よ

る
影
響
実
態
調
査
を
行
う
よ

う
要
請
し
て
も
ら
い
た
い
。

沼
崎
町
長
　

①
県
と
共
に
漁
協
と
の
話
し
合

い
を
進
め
、
問
題
点
の
解
決

と
カ
キ
殻
の
資
源
利
用
の
検

討
を
進
め
た
い
。

②
業
者
個
々
が
負
担
す
べ
き
も

の
で
あ
り
、
現
行
の
率
を
変

更
す
る
考
え
は
な
い
。

③
今
年
度
も
国
・
県
に
要
望
す
る
。

④
二
そ
う
曳
き
の
底
引
き
網
が
、

海
底
や
生
物
資
源
に
与
え
る

影
響
の
科
学
的
資
料
の
収
集

が
重
要
と
考
え
る
。
県
水
産

技
術
セ
ン
タ
ー
の
研
究
課
題

と
し
て
取
り
上
げ
る
よ
う
、

要
望
す
る
。

質
問

新
山
田
病
院
、
住
宅

改
修
に
つ
い
て
次
の
点
を
問
う
。

①
新
山
田
病
院
へ
の
バ
ス
運
行

と
玄
関
前
乗
り
入
れ
を
実
現

し
て
も
ら
い
た
い
。

②
高
齢
者
や
障
害
者
の
ト
イ
レ
、

風
呂
な
ど
に
対
す
る
住
宅
改

修
へ
の
助
成
を
増
や
す
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

③
介
護
保
険
を
活
用
し
た
小
規

模
改
修
工
事
の
実
績
は
。

④
一
般
住
宅
の
改
修
に
対
す
る

助
成
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
。

沼
崎
町
長
　

①
新
山
田
病
院
の
開
院
に
合
せ
、

バ
ス
の
乗
り
入
れ
が
可
能
と

な
る
よ
う
県
医
療
局
及
び
岩

手
県
北
自
動
車
株
式
会
社
に

引
き
続
き
要
請
す
る
。

②
毎
年
、
三
件
程
度
の
補
助
で

あ
る
。
補
助
枠
を
拡
大
す
る

こ
と
は
、
現
下
の
財
政
状
況

で
は
難
し
い
。

③
平
成
十
六
年
度
は
、
手
す
り

の
設
置
や
段
差
解
消
な
ど
四

十
七
件
で
あ
る
。

④
一
般
住
宅
な
ど
住
宅
改
修
へ

の
助
成
に
つ
い
て
は
、
困
難

で
あ
る
と
考
え
る
。

養殖いかだが並び大きな恵みをもたらす山田湾
一方では、カキ・ホタテ殻などの処理対策も大
きな課題です
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黒沢一成議員

津波防災

避
難
路
の
標
識
設
置
を

見
直
し
を
行
い
目
立
つ
場
所
に

福祉行政

保
育
園
民
営
化
、説
明
会
に
よ
る
反
応
は

説
明
会
の
結
果
に
よ
る
影
響
は
な
い

質
問

五
月
に
行
っ
た
地
震

津
波
対
策
町
民
懇
談
会
に
関
し
、

次
の
点
を
問
う
。

①
住
民
の
集
ま
り
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
。
ま
た
、
参
加
者
の

意
識
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

②
町
民
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
出
た
と
思
う
が
、
今
後
の

行
政
に
生
か
せ
る
意
見
と
し

て
ど
の
よ
う
な
事
が
あ
る
か
。

③
地
元
の
地
理
の
分
か
ら
な
い

観
光
客
な
ど
、
町
外
か
ら
訪

れ
た
人
に
対
す
る
避
難
路
の

標
識
の
設
置
予
定
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長
　

①
参
加
者
は
町
内
十
地
区
で
合

計
二
百
二
十
六
人
で
あ
っ
た
。

宮
城
県
沖
地
震
津
波
被
害
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
見

て
改
め
て
地
震
津
波
災
害
に

対
す
る
意
識
を
高
め
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

②
防
災
意
識
の
低
下
に
関
す
る

意
見
が
多
く
あ
っ
た
。
ま
た
、

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
を

ほ
と
ん
ど
の
出
席
者
が
認
識

し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

③
避
難
標
識
は
各
漁
港
の
防
潮

堤
付
近
な
ど
に
設
置
さ
れ
て

い
る
が
、
劣
化
が
進
ん
で
い

る
所
や
現
況
の
変
化
も
あ
り

見
直
し
の
検
討
を
し
て
い
る
。

海
水
浴
場
に
つ
い
て
は
目
に

付
き
や
す
い
場
所
へ
の
設
置

が
必
要
と
考
え
る
。

質
問

五
月
に
町
立
保
育
園

の
民
営
化
に
つ
い
て
地
区
住
民

と
保
護
者
に
対
し
て
説
明
会
を

行
っ
た
が
参
加
者
の
反
応
は
ど

う
で
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
今
後

の
方
向
性
へ
の
影
響
は
。

沼
崎
町
長

説
明
会
で
の
参

加
者
か
ら
の
主
な
意
見
は
、

「
民
営
化
に
対
す
る
不
安
」「
入

所
園
児
数
の
減
少
に
よ
る
廃
園

へ
の
不
安
」「
現
状
と
同
様
に

行
政
で
の
保
育
運
営
を
」
な
ど

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
町
と
し

て
の
民
営
化
の
方
向
性
は
、「
山

田
町
行
政
改
革
大
綱
」
及
び

「
就
学
前
施
設
運
営
検
討
委
員

会
」
の
提
言
を
受
け
て
決
定
し

て
お
り
、
説
明
会
の
結
果
に
よ

る
影
響
は
な
い
。

た
だ
し
、
現
在
保
育
園
で
働

い
て
い
る
職
員
の
処
遇
の
問
題

も
あ
り
、
町
立
の
四
園
を
一
度

に
は
民
営
化
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
民
営
化
し

て
い
く
。
公
募
、
選
考
の
日
程

や
選
考
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
な

ど
具
体
的
な
こ
と
は
決
ま
っ
て

い
な
い
。

海水浴シーズンを迎え、オランダ島
に新しく設置された津波避難標識

６月28日関口児童館の運営方法の変
更にかかわる説明会が行われました
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き
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▼
今
年
の
稲
作
は
、
五
月
の
異

常
低
温
で
生
育
不
良
を
起
こ
し

た
も
の
の
、
や
っ
と
回
復
の
兆

し
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
今
後
、

好
天
に
恵
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
も
の
で
す
▼
宮
城
県
沖

を
震
源
と
す
る
地
震
・
津
波
が

近
い
将
来
、
高
い
確
率
で
発
生

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
町
内
十
地
区
で「
地

震
津
波
対
策
町
民
懇
談
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
防
災
意
識

が
低
下
し
つ
つ
あ
る
昨
今
、
災

害
に
対
す
る
備
え
と
「
自
主
防

災
組
織
」
の
必
要
性
を
誰
も
が

感
じ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
▼
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
も
の
で
す
。
自
然
災
害

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な

い
ま
で
も
、
日
頃
、
防
災
に
対

す
る
意
識
を
持
っ
て
い
れ
ば
、

少
し
で
も
災
害
を
軽
減
で
き
る

も
の
と
思
い
ま
す
▼
安
全
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
町
づ
く
り

の
た
め
、
皆
さ
ん
と
共
に
一
層

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

（
小
林
）

傍
聴
席
か
ら
ひ
と
こ
と

インタ
ビュー

菊 地 輝 雄さん
（山田・83歳）

―
―
議
会
を
傍
聴
さ
れ
た
き
っ

か
け
は
何
で
す
か
。

山
田
町
は
合
併
し
な
い
で
独

自
の
道
を
歩
む
こ
と
を
決
断
し

ま
し
た
。
今
後
、
厳
し
く
な
る

財
政
問
題
を
抱
え
、
財
政
再
建

団
体
に
転
落
し
て
は
大
変
で
す
。

議
会
の
傍
聴
を
通
じ
て
町
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
し
た
。

―
―
議
会
を
傍
聴
さ
れ
て
の
感

想
は
い
か
が
で
す
か
。

私
は
難
聴
で
す
が
、
話
が
よ

く
聞
こ
え
る
よ
う
に
ヘ
ッ
ド
ホ

ン
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

は
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

議
会
で
は
、
議
員
・
執
行
部
と

も
に
よ
く
勉
強
さ
れ
、
町
の
課

題
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

―
―
今
後
、
議
会
ま
た
は
町
政

に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か
。

町
の
課
題
や
将
来
を
決
め
る

大
切
な
議
会
の
傍
聴
者
が
少
な

い
こ
と
に
は
不
満
で
す
。
議
会

の
傍
聴
者
を
増
や
す
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
の
繁
栄
の
た
め
、
こ
れ
か

ら
は
山
田
町
の
自
然
や
特
性
を

生
か
し
た
観
光
事
業
に
力
を
入

れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
今

人
気
の
義
経
伝
説
を
活
用
し
て
、

観
光
の
流
れ
を
作
り
、
山
田
町

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
考
え

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

今
後
と
も
、
町
の
活
性
化
の

た
め
議
会
と
行
政
が
一
体
と
な

り
、
努
力
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
・
要
望
な
ど
を
町

政
に
反
映
さ
せ
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
請

願
・
陳
情
が
あ
り
ま
す
。
請
願
書
は
一
人
以

上
の
紹
介
議
員
（
無
い
と
き
は
陳
情
書
と
す

る
）の
署
名
ま
た
は
記
名
押
印
が
必
要
で
す
。

請
願
（
陳
情
）
の
要
旨
、
理
由
を
記
載
し
、

住
所
、
氏
名
を
書
き
、
押
印
し
て
議
長
あ
て

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈表紙〉

請願（陳情）書

紹介議員 氏　　名 印

〈内容〉
平成　年　月　日

山田町議会議長（氏　名）様

請願（陳情）者の住所
氏　　名 印

○○○○についての請願
（陳情）

（要旨）
（理由）


